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投与スケジュール

MMC+5-FU+RT 28日毎　X　2コース

注意事項
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・適応：肛門管がん、扁平上皮がん。
・2コース実施。
・マイトマイシンCは20mg/コースの用量を上限とする。
・放射線は、1回1.8Gy　25回（総線量45Gy）で5週間かけて実施。
・骨髄抑制に対して下記の減量基準がある（文献からの参考基準）。
　G4の好中球減少では、次回コースは50％に減量
　マイトマイシン（DRUGDEXの情報）では下記減量基準もある
　　白血球数2000～2999/mm3　または血小板数25000～74999/mm3→70％量に減量
　　白血球数<2000/mm3　または血小板数<25000/mm3→50％量に減量
　　＊減量についてはその都度、患者のPSや病状に応じて主治医判断となる。
・放射線治療に伴い、下痢、腸管粘膜障害、照射部位の皮膚障害などのリスクがある。

1コース 2コース

・・・ （day)

① デキサート 9.9 ｍｇ 点滴 15分

パロノセトロン 0.75 mg

生理食塩水 50 mL

② マイトマイシン 10 mg/㎡ 点滴 15分

生理食塩水 100 ｍL

③ 5-FU 1000 mg/㎡ 点滴 24時間

生理食塩水 500 ｍL

④ radiation 1.8 Gy/day
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